みなさんからのおすすめ本紹介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図書室だより　令和６年　冬号　より）

H.Y　

１：夢と知りせば……夢を喰う、あるいは、夢のある話　五題

【その一】：夢を生きる（夢を記録する話）
『明恵　夢を生きる』（河合隼雄【著】／講談社α文庫）
【その二】：夢は告げる（夢を交換する話）
　　　　　　　『日本の昔話（II）』（関敬吾【編】／岩波文庫）
【その三】：夢をつくる（一刹那の出来事）
　　　　　　　『淀川さんと横尾さん　二人でヨの字』（横尾忠則との連続対話／ちくま文庫）
【その四】：夢から覚むれば（どちらの夢か）
　　　　　　　『荘子』（森三樹三郎【訳注】／中公文庫）（内篇斉物論第二の二七）
【その五】：夢が覚めねば（輪廻する夢）
　　　　　　　『うる星やつら2　ビューティフル・ドリーマー』（押井守【監督】アニメ）

2：えも言われぬ

【その一】：メリー・ミルクの罐（無限縮小、入れ子構造）
　　　　　　　『胡桃の中の世界』（澁澤龍彦【著】／河出文庫）
【その二】：乱歩の鏡反射（無限反射）
　　　　　　　『江戸川乱歩傑作選』（新潮文庫）
【その三】：地球に内接する正二十面体を彫刻する話（地球サイズの立体模型）
　　　　　　　『算私語録　そのII』（安野光雅【著】朝日文庫、５０６番目のエピソード）
【その四】：宇宙の缶詰（外部と内部が逆転する発送？）
　　　　　　　『芸術原論』（赤瀬川源平【著】／岩波書店同時代ライブラリー78）

『ゆるキャン△』（あｆろ著）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K.S　

私がおすすめの本は「ゆるキャン△」という漫画です。
この本は、山梨県を舞台に女子高生たちがキャンプや日常生活を送る様子を描いた、アウトドア系ガールズストーリーです。すごくほのぼのとした作品で、おもにキャンプ中心でストーリーが進んでいく作品で、ソロキャンプや、友達みんなでキャンプをするといったほほえましい日常で、私的にすごく癒される作品です。
　アニメ化もしており、すごく親しみやすく、私もこの作品を見てぜひキャンプをしてみたいと思ったし、キャンプの知識なども学べて、面白い作品となっております。
　皆様、是非読んでみてください。
『はたらく細胞』（清水茜著）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　W.N
このマンガは人間のことを学ぶためにもちょうどいい作品です。擬人化された私たちの体の中を流れ続けている、血の中の赤血球や白血球などの、様々な細胞たちが、人の中で日々奮闘しているお話です。なのでマンガを見ていても、人の体に関する知識だったり、人の体を蝕む菌やウイルス、病気に関する知識も入ってくるので非常に勉強になります。それもとてもコミカルに描かれているので面白いです。
　この作品はアニメになっていたり、ブラックなバージョンもあります。そちらも是非ご覧になってみてください。

『カグラバチ』（外薗健著）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H.S
友達に勧められて漫画を貸して貰い読んだのですが、凄く面白かったので紹介します。
あらすじは、かつて日本中を巻き込んだ戦争を終結させたのは６本の「妖刀」とよばれる兵器であった。その制作者である六平国重を父にもつ主人公、チヒロは父と同じ刀匠を志し、日々修行に励んでいた。　普段はおちゃらけているが、仕事は真面目にこなすかっこいい父と寡黙な息子。仲の良い親子の日常はいつまでも続くと思っていたが、ある日悲劇が訪れる。突然現れた謎の妖術師（能力者）の集団「毘灼」による襲撃。彼らは妖刀６本を奪い去って行った。　生き残ったチヒロは、託された７本目の妖刀「淵天」を手に毘灼への復讐を誓う。
週刊少年ジャンプ連載の本作は、ダークな世界観のもとで繰り広げられる王道バトル漫画です。特に妖刀使い同士の戦いが熱く、キャラや技の魅せ方が上手で、読んでいるこちらのテンションも上がります。主人公のチヒロはいつもクールなのですが、妖刀が悪用されていることに感情的になったり、誰かの為に戦う姿には心を掴まれます。
　単行本は４巻まで発売中で、ジャンププラスでは３話まで無料公開中です。是非、読んでみて下さい。
